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ギリアド・サイエンシズ、 

ダニエル・オデイ氏（ Mr. Daniel O’Day）を 

会長兼最高経営責任者に任命 

グローバル製薬企業で広範な地域・疾患領域を率いた経験をギリアドに 

 

 

ギリアド・サイエンシズ・インク（本社：米カリフォルニア州フォスターシティ、

ナスダック：GILD、以下「ギリアド社」）は本日、2019年 3月 1日付でダニエル・

オデイ氏（Mr. Daniel O’Day）を会長兼最高経営責任者に任命することを本日発表し

ました。 オデイ氏は現在、ロシュ医薬品事業 CEO として活躍中です。オデイ氏は

2012 年に現職に就任する前は、ロシュ診断薬事業部門を率いていました。オデイ氏

は 30年間にわたり、北米、アジア太平洋地域や欧州において様々な領域で指導的役

割を担ってきました。 

 

また取締役会は、2019年 1月 1日からオデイ氏が着任する 2019年 3月 1日までの期

間中の暫定的にグレッグ・アルトン（Gregg Alton）をCEOとして指名しました。ア

ルトン氏は、20 年間にわたりギリアドで各種の上級管理職をつとめ、法務、メディ

カルアフェアーズ、行政関連業務に経験を有します。アルトン氏はジェネラルカウ

ンセルをつとめた経験があり、また本年 8 月にはチーフ・ペイシェント・オフィ

サー（Chief Patient Officer）に着任しています。 

 

ジョン・C・マーティン（Ph.D.）取締役会長は、次のように述べています。「包括

的な検討の結果、取締役会は、ギリアドの未来を率いるリーダーはダンがふさわし

いと確信しました。彼は高い専門性を持ち、競争の激しい各種疾患領域において

数々の成功を収め、世界各地で発展しつつある医療環境を深く理解し、事業の全領

域でイノベーションを引き出してきました。彼はギリアドでの本役職にふさわしい

人物であり、ギリアドとステークホルダーに尽くしてくれることでしょう。また、

ダンが持つ専門知識と価値観は、ギリアドと方向性と同じくするものであり、私も、

またギリアドの取締役会全体も、彼がギリアドの才能あふれるリーダーシップチー

ムと共に活動し、私たちの掲げる目標を達成できると確信しています。」 

当資料は、米国ギリアド・サイエンシズ・インクが、2018年 12月 9日（現地時間）に発表

した英文プレスリリースを日本語に翻訳、一部編集したものです。正式な言語は英語であ

り、その内容ならびに解釈については英語が優先します。 
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オデイ氏は、1987 年にロシュ・ファーマに入社した後、米国内にて様々な役職を経

験し、1998 年にスイスのロシュ本社に異動しました。スイス本社では、グローバル

マーケティングとライフサイクルマネジメントの指揮をとりました。2001 年、東京

に移り日本ロシュ株式会社の経営企画部長に就任、その後デンマークで社長を務め

ました。2006 年、カリフォルニアでロシュ・モレキュラー・ダイアグノスティクス

社社長に就任、その後ロシュ本社に戻り診断薬事業部門を率いた後、現職に至りま

した。オデイ氏は、F・ホフマン・ラ・ロシュ社の経営執行委員会の委員であるほ

か、ロシュ製薬（上海）、ロシュホールディング（中国）、ロシュ・ファーマ・ス

イス、ジェネンテック、中外製薬株式会社、Flatiron Health 社および Foundation 

Medicine 社の取締役を務めています。欧州製薬団体連合会の理事としても活動して

います。オデイ氏は、米国ワシントン D.C.のジョージタウン大学で生物学の学士号

を得た後、ニューヨークのコロンビア大学のコロンビアビジネススクールにて

MBAを取得しました。 

 

オデイ氏は次のように述べています。「私はかねてより、HIV やウイルス性肝炎の

治療を根本から変えたギリアドの医薬品開発に敬服していました。ギリアドはグ

ローバル企業へと成長し、世界中で医療へのアクセスを推進しつつ、革新的な科学

分野に特化した開発を展開してきました。私は、取締役会、リーダーシップチーム

と、ギリアドの 11,000名の従業員の皆さんとともに、私の信念であり、ギリアドの

ミッションである、何百万人もの人々の生活を変革する道を進んでまいります。」 

 

既に発表の通り、マーティン博士は、オデイ氏が着任する 2019年 3月 1日をもって

取締役を退任します。また既に発表の通り、ジョン F. ミリガン（Ph.D.）は、2018

年末をもって会長兼 CEOと取締役を退任します。 

 

 

ギリアド・サイエンシズについて 
ギリアド・サイエンシズ・インクは、医療ニーズがまだ十分に満たされない分野におい

て、革新的な治療を創出、開発、製品化するバイオファーマ企業です。会社の使命は、生

命を脅かす病を抱える世界中の患者さんのために医療を向上させることです。カリフォル

ニア州フォスターシティに本社を置き、世界 35か国以上で事業を行っています。ギリアド

社に関する詳細は、www.gilead.comをご覧ください。 

 

将来予想に関する記述  
本プレスリリースは、1995 年米国民事証券訴訟改革法（Private Securities Litigation Reform 

Act of 1995）で定義される「将来予測に関する記述」に該当し、いくつかのリスクや不確定

要素などの要因を含む場合があります。これらのリスクや不確定要素、その他の要因によ

り、実際の結果が「将来予想に関する記述」と著しく異なったものとなる可能性がありま

す。本記述の内容は確定したものではありませんのでご注意ください。これらのリスクや

その他のリスクについては、米国証券取引委員会に提出している、2018年 9月 30日までの

四半期のギリアド社四半期報告書（フォーム 10-Q）で詳細に説明しています。将来予想に

関する記述はすべて、ギリアドが現在入手できる情報に基づいており、ギリアドは将来予

想に関する記述を更新する義務を負いません。 
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